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研究成果の概要（和文）：小児心臓手術におけるBrain Natriuretic Peptide(BNPの)と術後合併症の関係につい
て研究を行なった。初めの研究で小児心臓手術周術期において術前BNPが高いほど術後重症合併症を起こしやす
いことが判明した。この研究において術後3日目までのBNPと合併症には有意な関係はなかった。次段階の研究で
は術後BNPの変動と治療介入における多施設前向き研究を行なった。現段階で術後BNPが2000pg/mlを目安に集中
治療医が治療介入していることが次段階の研究で判明した。

研究成果の概要（英文）：I investigated the relationship between Brain Natriuretic Peptide and post 
operative serious adverse events in pediatric cardiac surgery. This study resulted that preoperative
 BNP was associated with the occurrence of postoperative serious adverse events. postoperative BNP 
did not have the relationship with postoperative serious adverse events. I did next study to 
investigated the role of postoperative BNP measurements in pediatric cardiac surgery. The second 
study was prospective multi center study in Japan. The second study showed that pediatric cardiac 
intensivists measured BNP when they wanted to know the value of BNP. There was no hospital to have 
the protocol of postoperative BNP measurement.The main result of this study was that the pediatric 
intensivists intervened for patients when postoperative BNP was higher than 2000pg/ml

研究分野：小児集中治療
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１．研究開始当初の背景 
 

成人および小児の心臓疾患において心臓バ

イオマーカーが診断および治療の指標とな

ることは示されているが、小児の心臓手術に

おいて明確な指標はない。小児心臓手術中の

心拍出量のモニタリングは、非常に難しい。

成人で一般的に行われる肺動脈カテーテル

挿入は体躯の面から難しく、また先天性心疾

患が解剖学的な異常であり血液の左右短絡

が存在することから手術中の連続測定は現

状では不可能である。手術後の重症心合併症

は心拍出量の減少を起因としており、その関

連はすでに報告されている。心拍出量が減少

することで心臓バイマーカーの上昇が示さ

れているバイオマーカーと術後合併症の関

連を調べることで、心臓バイオマーカーが先

天性心疾患で心拍出量の指標となることが

わかれば世界で初めてのことであり、今後の

治療に役立つ。 

 

２．研究の目的 
 

小児心臓手術において心臓バイオマーカー

が術後の重症合併症と関連があることを証

明する。 

 
３．研究の方法 
 

岡山大学病院で小児心臓手術を受ける１６

歳未満の患者において、術前に患者の同意が

得られた１５０症例において、術前、術後１

日目、術後３日目に心臓バイオマーカー（ミ

エロペルオキシダーゼ、イソプロタン、トロ

ポニン T、BNP、乳酸）を測定し、術後重症合

併症の発生と関連があるかを調べる。 

 
４．研究成果 

７１名で中間解析を行った。心臓バイオマー

カーのうち BNP においては、術前の BNP と術

後重症合併症の発生に有意な関連が認めら

れた。さらに術前 BNP が術後合併症を発症す

るカットオフ値が1000pg/mlであることが証

明できた。術後１・３日目の BNP は術後合併

症との関連は認めなかった。その他のバイオ

マーカーでは、術後のトロポニン Tが術後合

併症の発生と有意に関連していた。 

ミエロペルオキシダーゼ、イソプロタン、乳

酸は術前、術後１・３日目のいずれのポイン

トでも有意な関連は見られなかった。 

BNP においては有意な関連が見られ、かつそ

の他のバイオマーカーはこれ以上の患者集

積において有意な結果が得られないと判断

し、７１名で研究終了とした。 

先行研究として行なった術中乳酸クリアラ

ンスと術後合併症の関連では、乳酸クリアラ

ンスは術後合併症の発生と有意に関連して

いた。 

また次の研究として、小児心臓手術における

術後BNPの測定頻度と治療介入に関する他施

設前向き研究を行なった。 

本研究では、日本の小児心臓手術術後におい

てBNPはプロトコール化された測定は行われ

ていなかった。しかし集中治療が必要と判断

した場合に測定されており、その値が

2000pg/ml を超えた場合には治療介入率が有

意に高くなっていた。今後、術後 ICU におい

てBNP測定を元に治療介入を行うことが患者

予後を改善するかどうかの検討が必要と考

えられた。 
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